
　
本
年
度
も
船
員
災
害
の
減
少
と
船
内
に

お
け
る
安
全
で
快
適
な
作
業
環
境
、
居
住

環
境
の
実
現
を
目
指
し
て
9
月
1
日
〜
30

日
の一ヶ
月
間
を
船
員
労
働
安
全
衛
生
月

間
と
し
、〝
元
気
に
乗
船 

無
事
故
で
下
船 

笑
顔
で
帰
宅
の
ゼ
ロ
災
害
〞
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
月
間
中
、
船
員
災
害
防
止
大
会
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
の
行
事
を
展
開
し
ま
し

た
。

　
今
年
は
9
月
2
日
（
月
）
に
、
那
覇
第

2
地
方
合
同
庁
舎
に
お
い
て
第
46
回
沖
縄

船
員
災
害
防
止
大
会
を
開
催
し
、
船
員

労
働
安
全
衛
生
月
間
の
取
り
組
み
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
本
大
会
に
は
約
70
名
の
船
員
、
海
事
関

係
者
が
参
加
し
、
家
族
も一体
と
な
って
船

員
災
害
・
疾
病
の
減
少
目
標
の
達
成
を
目

指
す
こ
と
を
誓
っ
た
大
会
宣
言
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、「（一
社
）
日
本
産
業

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会 

沖
縄
支
部
」
の
島
仲 

ル
ミ
子
さ
ん
に
よ
る
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス 

〜

セ
ル
フ
ケ
ア
講
座
〜
」
と
い
う
演
題
で
、

参
加
者
同
士
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

な
が
ら
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、大
会
会
場
に
は
作
業
用
救
命
衣
、

救
命
浮
環
な
ど
、
船
員
の
保
護
具
の
展
示

場
も
設
け
ら
れ
、
年
々
高
機
能
に
な
って
い

く
保
護
具
に
参
加
者
の
関
心
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
月
間
中
に
は
訪
船
指

導
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
船
員
は
長
期
間
に

渡
り
特
殊
な
環
境
で
働
く
た
め
、
船
内
の

安
全
・
衛
生
環
境
の
整
備
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
訪
船
指
導
員
が
県
内

各
港
に
停
泊
中
の
船
舶
を
訪
れ
、
安
全
面

と
し
て
海
中
転
落
事
故
の
防
止
措
置
や
床

面
な
ど
の
転
倒
防
止
の
た
め
の
安
全
措

置
、
衛
生
面
と
し
て
飲
料
水
の
管
理
状
況

や
医
薬
品
の
備
付
け
状
況
な
ど
の
点
検
指

導
を
行
い
ま
し
た
。
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No.9令和元年度
船員労働安全衛生月間の実施

～元気に乗船 無事故で下船 笑顔で帰宅のゼロ災害～

島仲氏による講演

大会風景

出前講座の様子

　
自
動
車
は
私
た
ち
の
生
活
に
深
く
関
係
し

て
お
り
、
自
動
車
を
安
全
か
つ
快
適
に
、ま
た
、

環
境
に
や
さ
し
く
使
用
す
る
た
め
に
は
、
自
動

車
整
備
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
仕
事

に
携
わ
る
自
動
車
整
備
要
員
の
社
会
的
役
割

は
益
々
重
要
に
な
って
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
近
年
、
全
国
的
に
少
子
化
や
若

者
の
ク
ル
マ
離
れ
の
進
展
、
将
来
選
択
肢
の
多

様
化
な
ど
に
よ
り
、
自
動
車
整
備
士
を
目
指

す
若
者
が
激
減
す
る一方
で
、
整
備
要
員
の
高

齢
化
が
進
展
し
、
近
い
将
来
、
人
材
不
足
が

顕
在
化
す
る
可
能
性
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、（一社
）
沖
縄
県
自
動
車
整
備

振
興
会（
以
下
、「
沖
整
振
」と
い
う
。）で
は「
自

動
車
整
備
士
人
材
確
保
・
育
成
地
方
連
絡
会
」

を
平
成
27
年
に
立
ち
上
げ
、
関
係
機
関
の
協

力
を
得
て
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
中
高
生
を
対
象

と
し
た
体
験
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
な

ど
の
活
動
を
行
って
お
り
、
沖
縄
総
合
事
務
局

が
関
わ
る
取
り
組
み
の
幾
つ
か
を
紹
介
し
ま

す
。

　
当
局
が
中
心
と
な
って
、
平
成
２６
年
度
か
ら

高
等
学
校
訪
問
を
開
始
し
、
校
長
や
進
路
指

導
の
教
諭
に
対
し
て
、
自
動
車
整
備
の
仕
事

の
社
会
的
重
要
性
、
自
動
車
社
会
の
安
全･

安
心
を
支
え
る
自
動
車
整
備
士
の
社
会
的
貢

献
度
の
高
さ
、
自
動
車
整
備
の
仕
事
に
お
け

る
将
来
性
を
P
R
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
動

車
整
備
の
仕
事
へ
の
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、

高
校
生
が
自
動
車
整
備
の
仕
事
に
就
職
す
る

機
会
の
確
保
を
図
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
沖
整
振
で
は
、
人
材
確
保
に
は
各
事
業
場

に
お
け
る
職
場
環
境
の
改
善
が
必
要
と
の
観
点

か
ら
、
平
成
30
年
11
月
の
指
定
自
動
車
整
備

事
業
場
管
理
責
任
者
講
習
会
に
お
い
て
、
従

業
員
満
足
度
に
詳
し
い
外
部
講
師
に
よ
る
講
話

を
実
施
し
、
当
局
か
ら
も
同
講
習
会
へ
講
師
と

し
て
担
当
官
を
派
遣
し
ま
し
た
。
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自動車整備人材確保・
育成に係る

取り組みについて
No.8

①
自
動
車
整
備
に
係
る
P
R
の
た
め
の

　高
等
学
校
訪
問

②
職
場
環
境
改
善
に
係
る
講
話
等

③
高
等
学
校
訪
問
か
ら
展
開
し
た

　出
前
講
座
の
実
施

　
当
局
で
は
、
従
来
実
施
し
て
い
る
高
等
学

校
訪
問
に
加
え
、
更
な
る
人
材
確
保
・
育
成

の
推
進
を
図
る
た
め
、
令
和
元
年
10
月
15
日

に
中
部
農
林
高
等
学
校
2
年
生
（
34
名
）
に

対
し
て
自
動
車
整
備
に
関
す
る
出
前
講
座
を

県
内
で
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
出
前
講
座
で
は
、
沖
整
振
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
学
院
及
び
O
T
M
グ
ル
ー
プ

（
沖
縄
県
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
）
の
協
力
を
得
て
、

タ
イ
ヤ
交
換
作
業
体
験
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
や
自

動
車
整
備
士
の
仕
事
紹
介
を
行
い
、
生
徒
達

は
楽
し
み
な
が
ら
自
動
車
整
備
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
自
動
車
整
備
人
材
確
保
・
育

成
に
係
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

高等学校訪問実績
年　　度

令和元年度

平成 26～ 30年度

合　計

訪　問　高　校　数

12 校

60校

のべ　72校（県内の高等学校数は 66校）
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